
6よしかわ議会だより

同
様
に
外
側
線
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
対
策
を
講
じ
て
は
如
何
か
。

答
都
市
整
備
部
長　

日
ご
ろ
か
ら
保

護
者
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
通

指
導
員
の
方
々
に
よ
る
登
校
支
援
が

行
わ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
児

童
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
一
部
に
は
県
の
公
安
委
員
会

に
決
定
し
た
道
路
交
通
法
上
の
規
制

が
適
応
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
設
定
。

路
面
標
示
が
薄
い
部
分
や
消
え
て
い

る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
適
正
な
状

態
が
保
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。税

金
の
使
い
方
の

公
平
公
正
性
に
つ
い
て

吉
川
　
敏
幸

問　

平
成
29
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、

社
会
教
育
推
進
事
業
で
あ
る
市
民
劇

団
は
、
27
名
の
参
加
者
に
対
し
、
総

額
９
１
３
万
５
千
円
が
支
出
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
文
化
連
盟
、

体
育
協
会
所
属
の
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
補
助
金
と
比
較
し
、
税
の
使
い

方
の
公
平
性
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答
教
育
部
長　

他
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
適
正

な
支
出
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

演
劇
事
業
に
は
、
１
人
当
た
り

33
万
８
千
円
、
文
化
連
盟
に
対
し
て

は
46
万
円
、
体
育
協
会
の
各
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
は
、
１
４
２
万
９
千
円
。

一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
文
化

連
盟
が
７
２
０
円
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
４
２
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
最

大
１
０
０
０
倍
以
上
の
税
金
が
演
劇

事
業
に
支
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

公
平
公
正
性
に
欠
け
て
い
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
長　

演
劇
を
選
挙
で
訴
え
、
選

挙
に
勝
っ
た
。
市
の
事
業
と
し
て

や
っ
て
い
る
。

市
の
事
業
は
決
定
過
程
の
議
論
と

透
明
性
が
大
事

遠
藤
　
義
法

問　

公
共
交
通
網
の
整
備
は
、
市
民

の
期
待
に
応
え
た
事
業
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
お
あ
し
す
改
修
も
関
係
者

や
市
民
を
交
え
た
事
業
の
検
討
を
し

て
お
ら
ず
、
結
果
、
事
業
は
白
紙
の

状
態
で
す
。
芸
術
文
化
の
向
上
を
目

的
と
し
た
検
討
を
せ
ず
、
税
金
で
市

民
劇
団
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
市
長
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
で
市
民
の

声
を
聞
き
、
先
進
地
を
視
察
、
最
終

的
に
決
め
る
の
は
市
長
自
身
と
の
考

え
で
、
市
民
の
合
意
を
得
る
検
討
会

な
ど
を
開
く
こ
と
な
く
事
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
る
が
。

答
市
長　

公
共
交
通
は
重
要
で
あ
り
、

数
年
か
け
て
視
察
に
行
く
な
ど
検
討
。

持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し

た
。
お
あ
し
す
改
修
は
、
検
討
委
員

会
を
つ
く
り
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
市
長
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
、
ア

ン
ケ
ー
ト
も
と
り
、
専
門
家
を
招
い

て
検
討
し
、
運
営
委
員
会
に
も
図
っ

た
。
最
後
の
責
任
を
と
る
、
判
断
を

す
る
こ
と
が
市
長
の
役
割
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
す
べ
て
自
分
が
決
め

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

市
内
小
中
学
校
の
情
報
発
信
と

特
徴
に
合
わ
せ
た
対
応
を

林
　
美
希

問　

①
児
童
・
生
徒
数
の
増
減
が
著

し
く
、
運
営
維
持
が
困
難
と
思
わ
れ

る
際
の
対
応
と
、
そ
の
対
応
実
施
ま

で
の
過
程
は
。
②
児
童
数
推
移
予
測

（
学
年
毎
・
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
）

を
公
開
し
て
は
。
③
児
童
数
増
加
が

見
込
め
る
小
学
校
区
に
居
住
す
る
児

童
が
、
他
の
小
学
校
へ
の
通
学
を
選

択
で
き
る
制
度
整
備
を
し
て
は
。

答
教
育
部
長　

①
学
区
編
成
の
適
正

化
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
、
数

年
前
に
学
区
審
議
会
を
設
置
す
る
。

②
地
域
の
要
請
に
応
じ
た
懇
談
会
の

開
催
含
め
情
報
提
供
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
③
弾
力
的
運
用
を
含
め
制
度

整
備
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

◆
住
民
自
治
に
つ
い
て

問　

市
の
役
割
と
住
民
の
役
割
の
線

引
き
を
し
た
上
で
、
住
民
自
治
を
推

進
し
て
い
く
仕
組
み
作
り
が
必
要
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答
市
長　

地
域
の
こ
と
は
地
域
の
人

た
ち
が
自
分
た
ち
の
考
え
で
決
め
ら

れ
る
よ
う
な
制
度
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

伊
藤
　
正
勝

問　

吉
川
橋
と
越
谷
・
吉
川
線
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
た
い
。

答
都
市
整
備
部
長　

吉
川
橋
は
32
年

秋
に
供
用
開
始
の
予
定
。
続
く
県
施

工
の
交
番
ま
で
の
道
路
は
北
側
２
車

線
の
片
側
通
行
で
、
工
事
完
了
は
34

年
春
を
目
指
す
と
の
こ
と
。
中
央
土

地
内
は
大
場
川
の
手
前
ま
で
は
31
年

４
月
で
完
了
。
そ
の
先
の
市
施
工
部

分
は
基
礎
工
事
中
。
架
橋
に
つ
い
て

の
県
と
の
協
議
や
補
助
金
の
こ
と
も

あ
り
、
全
線
開
通
の
見
通
し
は
ま
だ

言
え
な
い
。

問　

こ
の
25
ｍ
道
路
と
栄
小
へ
の
通

学
路
延
伸
部
分
は
低
木
の
つ
づ
じ
の

み
の
植
栽
と
聞
く
。
そ
の
理
由
は
。

幹
線
の
歩
道
に
は
桜
、
通
学
路
に
は

花
み
づ
き
。
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
市
長
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど

の
テ
ー
マ
に
し
て
住
民
の
意
向
も
聞

い
て
ほ
し
い
。

答
都
市
整
備
部
長　

越
谷
・
吉
川
線

は
県
の
管
理
。
落
葉
や
鳥
虫
害
な
ど

維
持
、
管
理
に
手
間
が
か
か
り
、
住

民
の
苦
情
も
多
い
。
通
学
路
に
つ
い

て
も
同
じ
状
況
。
低
木
の
つ
つ
じ
で

と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
市
政
運
営
・
議
会
対
応
と

道
路
補
修
計
画
の
透
明
化
を

降
旗
　
聡

問　

市
長
の
所
信
表
明
で
「
市
民
・

議
会
・
行
政
と
の
三
位
一
体
」「
行
政
・

議
会
の
両
輪
で
」
と
述
べ
て
い
た
が
、

今
後
の
市
政
運
営
と
議
会
対
応
に
つ

い
て
。
ま
た
、
以
前
、
自
公
に
４
を

加
え
、
議
会
を
乗
り
切
る
と
い
っ
た

考
え
を
示
し
た
が
、
そ
の
本
意
に
つ

い
て
。

答
市
長　

正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と

進
め
た
い
。
こ
の
議
場
で
し
っ
か
り

と
し
た
ミ
ス
リ
ー
ド
の
な
い
議
論
を

し
た
い
。
そ
れ
が
為
し
え
た
う
え
で

三
位
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
。

問　

道
路
整
備
・
維
持
補
修
の
計
画

を
見
え
る
化
し
、
広
く
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
に
つ
い
て
。

答
都
市
整
備
部
長　

現
在
、
地
域
か

ら
の
要
望
や
職
員
の
目
視
に
よ
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
幹
線
道
路
な
ど
を

対
象
と
し
た
「
路
面
性
状
調
査
」
の

結
果
を
参
考
と
し
て
、
概
ね
３
年
間

の
舗
装
補
修
路
線
の
計
画
を
立
て
て

い
る
。

戸
田
　
馨

問　

第
二
回
吉
川
市
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
あ
ゆ
み
」
の
総
括
、
演
劇
以

外
の
芸
術
文
化
事
業
の
総
括
と
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
部
長　

11
月
24
・
25
日
に
上

演
さ
れ
た
「
あ
ゆ
み
」
は
、
2
日
間

で
2
回
上
演
し
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
る

３
１
３
名
が
観
覧
、
95
％
が
満
足
と

の
回
答
が
あ
り
、
芸
術
文
化
の
振
興

に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
関
連
施

策
と
の
連
携
も
図
ら
れ
、
平
和
の
つ

ど
い
で
の
朗
読
、
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
30
周
年
記
念
事
業
「
ア
プ
ラ

イ
ド
・
ド
ラ
マ
」
を
実
施
し
た
。
世

代
間
交
流
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
、

吉
川
市
へ
の
郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
等

の
効
果
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
芸
術

文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
文
化

祭
を
始
め
、
文
藝
よ
し
か
わ
の
刊

行
、
文
化
芸
術
祭
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
平
成
30
年
度
市
民
意
識
調

査
で
は
「
芸
術
文
化
に
触
れ
あ
う
機

会
」
が
30
％
か
ら
55
％
に
上
昇
。
今

後
も
引
き
続
き
芸
術
文
化
の
振
興
を

図
っ
て
ゆ
く
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

越
谷
・
吉
川
線
。
25
ｍ
道
路
に

桜
な
ど
の
街
路
樹
を

芸
術
文
化
事
業
に

つ
い
て


